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一
面
　　全
木
連
・
全
木
協
連
理
事
会
・
　　

　　　　　　臨
時
総
会
開
き
中
間
決
算
・
役

　　　　　　員
補
充
を
行
う

二
面
　　十
六
年
度
木
材
関
連
予
算
の
確

　　　　　　保
を
要
請
　　日
米
木
材
団
体
の

　　　　　　会
議
で
意
見
交
換

三
面
　　カ
ナ
ダ
向
け
輸
出
梱
包
材
検
疫

　　　　　　措
置
延
期
　　違
法
伐
採
勉
強
会

四
面
　　景
況
調
査
　　木
青
と
意
見
交
換
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理
事
会
・
臨
時
総
会
開
く

全
　木
　連

全
木
協
連中

間
決
算
、
役
員
補
充
な
ど
承
認
決
定

　
全
木
連
、
全
木
協
連
は
、
十
一
月
二
十
日
、
東
京

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
、
臨
時

総
会
を
開
き
、
平
成
十
五
年
度
補
正
予
算
、
役
員
補

充
な
ど
所
定
の
議
案
を
す
べ
て
承
認
・
決
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
全
木
連
で
は
、
輸
出
梱
包
材
処
理
認
証

等
業
務
規
程
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
政

治
連
盟
の
常
任
委
員
会
を
開
き
、
役
員
補
充
を
行
っ

た
ほ
か
、
今
年
度
補
正
予
算
の
実
施
要
望
、
十
六
年

度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

全
木
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

　
全
木
連
の
会
議
は
、
午
後
一
時
よ
り

開
始
。
冒
頭
、
こ
の
秋
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
を
事
務
局
よ
り
紹
介
。
次
い
で

久
我
会
長
が
挨
拶
。

　
そ
の
後
、
久
我
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
総
会
事
項

を
審
議
。

　
ま
ず
、
平
成
十
五
年
度
補
正
予
算
を

事
務
局
説
明
を
受
け
て
原
案
ど
お
り
承

認
・
決
定
し
た
。
役
員
補
充
は
、
本
年

五
月
の
総
会
以
降
、
各
会
団
の
役
員
異

動
に
伴
う
も
の
で
、
次
の
と
お
り
決
定

し
た
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者

・
所
属
）。

　
▼
理
事
＝
小
林
弘
昌
（
小
林
光
次
郎

　
▼
副
会
長
＝
山
根
恒
弘

　
こ
の
ほ
か
、
以
下
の
二
十
二
項
目
の

報
告
を
行
い
、
質
疑
を
経
て
、
会
議
を

終
了
し
た
。

　
①
木
質
焼
却
・
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル

化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
間

集
計
の
概
要
②
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
対

策
③
「
有
害
物
質
を
含
有
す
る
家
庭
用

品
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

有
害
物
質
の
指
定
等
④
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
開
催
⑤
Ｊ
Ａ
Ｓ

一
種
格
付
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
⑥

登
録
格
付
機
関
へ
の
消
費
技
術
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
監
査
結
果
に
対
す
る
是
正
措

置
へ
の
対
応
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

現
状
⑧
日
本
食
品
等
海
外
市
場
開
拓
調

査
委
員
会
（
日
本
貿
易
振
興
会
）
の
概

要
⑨
日
本
型
森
林
認
証
制
度
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ

Ｃ
）
⑩
グ
リ
ー
ン
購
入
法
へ
の
対
応
⑪

ラ
ベ
リ
ン
グ
木
材
流
通
整
備
事
業
⑫
農

林
水
産
省
木
材
利
用
拡
大
行
動
計
画
に

対
す
る
対
応
⑬
平
成
十
五
年
度
補
正
予

算
の
要
望
⑭
平
成
十
六
年
度
林
業
関
係

税
制
改
正
要
望
⑮
消
費
税
の
一
部
改
正

（
総
額
表
示
）
⑯
第
三
十
八
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
に
お
け
る
宣
言
決
議

へ
の
対
応
状
況
⑰
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
活
用
⑱
平
成
十
六
年
度
版
全

木
連
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
購
入
⑲
平
成
十
五

年
度
林
業
白
書
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
木
材

利
用
」）⑳
第
三
十
九
回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
の
開
催
地
◯　
平
成
十
六
年
度

２１

全
国
会
議
日
程
（
案
）
◯　
「
全
木
連
五

２２

十
年
史
」
及
び
「
全
木
連
会
員
名
簿
」

の
配
布
計
画
に
つ
い
て

　
全
木
協
連
の
会
議
は
、
全
木
連
の
会

議
に
引
き
続
き
、
午
後
三
時
十
五
分
よ

り
開
始
。

　
庄
司
会
長
が
挨
拶
の
の
ち
、
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
。

　
ま
ず
、
総
会
事
項
と
し
て
、
平
成
十

五
年
度
補
正
予
算
を
事
務
局
の
報
告
を

受
け
て
承
認
決
定
し
た
。
役
員
補
充
で

は
、
五
月
の
総
会
以
降
の
会
員
団
体
の

役
員
異
動
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
決
定
。

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
・
所

属
）。

・
神
奈
川
）、早
川
淳
（
森
祥
太
郎
・
東

京
）、久
保
新
六
（
山
川
龍
雄
・
福
井
）、

瀬
上
和
雄
（
伊
藤
勇
・
岐
阜
）、山
根
恒

弘
（
田
中
隆
行
・
広
島
）
、
酒
田
三
男

（
中
井
寅
之
助
・
山
口
）、笹
森
篤
（
藤

島
直
一
・
チ
ッ
プ
）。

　
理
事
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
中
間

決
算
見
込
み
を
承
認
。

　
次
に
、
輸
出
梱
包
材
処
理
認
証
等
業

務
規
程
を
原
案
の
と
お
り
承
認
決
定
し

た
。

　
次
に
、
表
彰
に
関
す
る
内
規
を
原
案

の
と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
次
に
、
先
の
役
員
補
充
に
関
連
し
て

次
の
と
お
り
副
会
長
を
選
任
し
た
。
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十
六
年
度
木
材
関
連
予
算
の
確
保
を
要
請

平
成
十
六
年
度
木
材
・
木
材
産
業
関
係
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

日
米
木
材
関
係
団
体
の
合
同
会
議
開
催

　　　　　　　　揮
発
性
物
質
の
規
制
に
は
日
米
で
協
調

　
▼
理
事
＝
小
林
弘
昌
（
小
林
光
次
郎

・
神
奈
川
）、久
保
新
六
（
山
川
龍
雄
・

福
井
）、瀬
上
和
雄
（
伊
藤
勇
・
岐
阜
）、

上
地
宏
保
（
笠
木
和
雄
・
愛
知
）、中
塚

淳
一
郎
（
岡
信
一
・
岡
山
）、山
根
恒
弘

（
田
中
隆
行
・
広
島
）
▼
監
事
＝
早
川

淳
（
森
祥
太
郎
・
材
商
）

　
理
事
会
事
項
で
は
、
①
平
成
十
五
年

度
中
間
事
業
報
告
②
平
成
十
五
年
度
決

算
見
込
③
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
保
険
加

入
促
進
④
木
材
産
業
高
度
化
総
合
対
策

事
業
の
事
業
終
了
に
伴
う
措
置
　
に
つ

―

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
、
事
務
局
よ
り

報
告
の
う
え
、
承
認
決
定
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
①
木
材
フ
ェ
ア
の
実
施

結
果
②
第
三
十
九
回
全
国
木
材
産
業
振

興
大
会
の
開
催
地
③
平
成
十
六
年
度
全

国
会
議
日
程
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
し
、

会
議
を
終
了
し
た
。

　
我
が
国
の
木
材
産
業
を
巡
る
最
近
の

情
勢
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
住
宅
着
工

戸
数
の
落
ち
込
み
等
に
よ
る
木
材
需
要

の
減
少
や
木
材
価
格
の
下
落
等
に
よ
り
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
森
林
・
林
業
基
本

法
」、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
も
と

に
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発

揮
並
び
に
林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
に

関
す
る
目
標
に
向
か
っ
て
様
々
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
六
年
度
予

算
は
、
補
助
金
の
削
減
等
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

私
ど
も
が
進
め
て
い
る
木
材
産
業
の
構

造
改
革
や
木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
推
進
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
事
情
を
ご
賢

察
い
た
だ
き
、
来
年
度
の
木
材
・
木
材

産
業
関
係
予
算
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て

格
段
の
ご
配
慮
、
ご
尽
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　◆

　
○
木
材
産
業
の
活
性
化
と
構
造
改
善

　
木
材
産
業
は
、
再
生
産
可
能
な
資
源

で
あ
る
木
材
の
生
産
や
利
用
を
担
う
重

要
な
産
業
と
し
て
基
本
法
上
明
確
に
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
活
性

化
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
○
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備

　　こ
の
た
め
に
は
素
材
生
産
、
加
工
、

流
通
の
低
コ
ス
ト
化
、
製
品
の
品
質
向

上
、
ロ
ッ
ト
の
拡
大
等
を
進
め
、
需
要

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
木
材
を
低
コ

ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
出

来
る
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　
○
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十

ヵ
年
対
策
」
及
び
「
バ
イ
オ
マ
ス
ニ
ッ

ポ
ン
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
実
行
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
も
、
木
材
及
び
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
推
進
の
た
め
の

各
種
施
策
を
充
実
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
度
の
政
府
予
算
は
、
補

助
金
の
大
幅
削
減
を
掲
げ
て
、
編
成
さ

れ
る
方
向
に
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
木
材
関
係
の
予
算
も
大

変
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
木
材
供
給
の
目
標
を

達
成
し
、
ま
た
、
温
暖
化
防
止
吸
収
源

対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
も
、
木
材
・

木
材
産
業
関
係
予
算
の
確
保
は
ゆ
ず
れ

　
前
月
号
既
報
の
通
り
、
さ
る
十
一
月

十
日
、
東
京
・
赤
坂
の
Ａ
Ｆ
＆
Ｐ
Ａ
事

務
所
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
木
材
関
係

団
体
代
表
団
（
米
国
農
務
省
か
ら
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
と
日
本
木
材
関
係

団
体
と
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
次
の
テ
ー
マ
・
内
容
で
情
報

交
換
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

▼
議
題
一
「
わ
が
国
の
最
近
の
木
材
需

給
」

説
明
者
＝
　（　）財
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
・
武
田
調
査
課
長

内
容
＝
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
日
本

の
木
材
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

▼
議
題
二
「
違
法
伐
採
問
題
へ
の
取
り

組
み
」

説
明
者
＝
　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
・

角
谷
常
務
理
事

内
容
＝
二
〇
〇
二
年
一
一
月
に
発
表
し

た
、
全
木
連
声
明
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
た
。

▼
議
題
三
「
貿
易
自
由
化
に
対
す
る
木

材
業
界
の
立
場
」

説
明
者
＝
　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
・

角
谷
常
務
理
事

内
容
＝
本
年
九
月
に
メ
キ
シ
コ
の
カ
ン

ク
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
会
議
に
つ

い
て
の
概
要
説
明
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
に
対
す
る
木
材
業
界
の
対
応
状

況
、
考
え
方
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
日
本

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
現
状
を
説
明
し
、

全
木
連
と
し
て
も
今
後
の
行
方
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

▼
議
題
四
「
米
国
に
お
け
る
Ｌ
ｅ
ｅ
ｄ

（
建
築
物
環
境
評
価
）
の
現
状
」

説
明
者
＝
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
・
イ
ヴ
ァ

ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
木
材
製
品
国
際
貿
易

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
全
木
連

は
全
木
政
連
・
木
材
利
用
推
進
協
の
三

団
体
名
で
十
一
月
二
十
五
、
二
十
六
日

に
か
け
、
関
係
先
に
別
項
の
要
望
書
を

提
出
し
、
要
請
し
た
。

　
要
請
先
＝
関
係
国
会
議
員
六
十
名
、

自
民
党
三
役
及
び
代
理
、
農
林
水
産
省

（
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務
官
）、財
務
省

（
主
計
局
長
、
次
長
、
主
計
官
ほ
か
）
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カナダ向けとEU向け輸出梱包材規制対象の比較

項目 カナダ等向け EU向け

キクイムシ、カミキ
リムシ等の木材害
虫（マツノザイセン
チュウを含まない。）

全ての樹種（針葉
樹及び広葉樹）

熱処理消毒又は臭
化メチルくん蒸

認証機関を経由し
て、植物防疫所に
番号を申請して、
登録番号を表示

熱処理又は臭化メ
チル消毒認定（証）
工場

マツノザイセンチ
ュウ

クロベ属以外の針
葉樹

熱処理消毒のみ

熱処理消毒認定
（証）工場

認証工場に登録し
て枝番号を表示

対象
害虫

対象
樹種

消毒
方法

（梱包

産者）

表　　示
マーク

消　　毒
実施者

材生

梱包
工場

輸出用木材梱包材の消毒

（熱処理及びくん蒸処理）実施体系図

植　物　防　疫　所

農林水産省

消　　毒　　認　　証　　機　　関

登　録　梱　包　材　生　産　者

認　定　消　毒　実　施　者

登
録
（
三
年
間
）

申
　　　　　　請

報
　　　　告

指
導
・
助
言

申
　　　　　　請

登
録
（
登
録
番
号
）
・
取
消
し

表
示
不
正
使
用
等
指
導

報
告（
認
定

登
録
・
不
適
合
）

申
　　　　　　請

ス
タ
ン
プ
等

　　　　の
管
理

ス
タ
ン
プ
等

　　の
依
頼

消
毒
依
頼

　　処
理
表
示
）

消
毒（
処
理
記
録
・

認
定
登
録

指
　　　　導

報
　　　　告

認
定
申
請

指
　　　　　　導

違
法
伐
採
問
題
の

　　　　　　勉
強
会
開
く

セ
ン
タ
ー
副
所
長

内
容
＝
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン

・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
動
向

に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、
最
初
は
商
業
ビ
ル
の
任
意
の

環
境
影
響
評
価
だ
け
だ
っ
た
が
、
住
宅

に
も
範
囲
を
広
げ
て
、
地
方
自
治
体
が

こ
れ
を
採
用
し
つ
つ
あ
る
。
Ｌ
ｅ
ｅ
ｄ

の
評
価
方
法
に
は
、
問
題
点
も
あ
り

（
評
価
方
法
が
客
観
的
で
な
い
、
木
材

利
用
を
差
別
的
に
扱
っ
て
い
る
等
）、特

に
木
材
業
界
に
と
っ
て
は
、
要
注
意
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

▼
議
題
五
「
日
本
型
森
林
認
証
に
つ
い

て
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の
概
要
）」

説
明
者
＝
　（　）社
日
本
林
業
経
営
者
協
会
・

真
下
副
会
長

内
容
＝
日
本
型
森
林
認
証
に
つ
い
て
、

資
料
を
も
と
に
概
要
（
海
外
の
認
証
と

国
内
認
証
と
の
違
い
等
）
と
現
在
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

▼
議
題
六
「
ウ
ッ
ド
マ
イ
ル
ズ
に
つ
い
て
」

説
明
者
＝
　（　）独
森
林
総
合
研
究
所
・
藤
原

理
事

内
容
＝
資
料
に
基
づ
き
、
ウ
ッ
ド
マ
イ

ル
ズ
の
考
え
方
を
説
明
し
た
。
木
材
を

輸
送
す
る
と
き
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日

本
の
木
材
輸
入
先
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
輸
入
が
増
え
て
お
り
、
輸
送

距
離
が
伸
び
る
傾
向
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
木
材
輸
入
で
は
、
木
材
製

品
を
作
る
た
め
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
六
倍
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
輸
送
す
る

の
に
か
か
っ
て
い
る
。

▼
議
題
七
「
天
然
木
か
ら
の
揮
発
性
化

学
物
質
に
つ
い
て
」

説
明
者
＝
Ａ
Ｐ
Ａ
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
ウ

ッ
ド
協
会
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
リ
ア
ス
、

市
場
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

内
容
＝
揮
発
性
物
質
の
新
た
な
規
制

（
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
）
に
懸
念
し

て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
の
規
制
の
と
き
も
、
米
国
木

材
業
界
で
は
多
大
な
コ
ス
ト
負
担
を
強

い
ら
れ
た
。
今
回
も
、
こ
の
規
制
が
実

施
さ
れ
た
場
合
コ
ス
ト
が
増
え
る
こ
と

を
心
配
し
て
い
る
。
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ

レ
ン
の
規
制
に
関
し
て
は
、
米
国
で
は
、

製
造
工
程
で
の
空
気
中
の
濃
度
に
関
す

る
規
制
は
あ
る
が
、
居
住
環
境
で
の
規

制
は
な
い
。
室
内
で
は
、
こ
れ
ら
の
物

質
の
放
散
量
は
、
木
材
よ
り
家
具
や
壁

紙
か
ら
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多
い
。
こ
れ

ら
の
動
き
を
見
た
日
本
の
消
費
者
が
、

木
は
健
康
に
良
く
な
い
と
思
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

我
々
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
対

抗
措
置
を
講
じ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る

の
で
、
日
本
の
業
界
も
支
持
し
て
ほ
し

い
。

○
ア
メ
リ
カ
側
木
材
関
係
団
体
代
表
団

（
木
材
・
木
製
品
関
係
企
業
の
代
表
、

全
米
林
産
物
製
紙
協
会
Ａ
Ｆ
＆
Ｐ
Ａ
、

ア
メ
リ
カ
広
葉
樹
輸
出
協
会
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
、

ア
メ
リ
カ
針
葉
樹
協
議
会
Ａ
Ｓ
Ｊ
Ｏ
、

Ａ
Ｐ
Ａ
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
・
ウ
ッ
ド

―

協
会
、
米
国
西
部
林
産
物
協
会
Ｗ
Ｗ
Ｐ

Ａ
等
で
構
成
）

○
日
本
側
木
材
関
係
団
体
（
全
国
木
材

組
合
連
合
会
、
日
本
林
業
協
会
、
日
本

林
業
経
営
者
協
会
、
全
国
森
林
組
合
連

合
会
、
日
本
集
成
材
工
業
協
同
組
合
）

　　　　　　検
疫
措
置
は
来
年
後
半
ま
で
延
期

　　カ
ナ
ダ
向
け
輸
出
梱
包
材

　
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
今
年
五
月
に
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
全
て
の
国
で
生

産
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
に
向
け
て
輸
出
さ
れ

る
木
製
梱
包
材
に
つ
い
て
、
平
成
十
六

年
一
月
二
日
よ
り
、
熱
処
理
又
は
く
ん

蒸
処
理
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
実
施
を
平
成
十
六
年

の
後
半
以
降
に
延
期
す
る
と
発
表
し
た
。

延
期
の
理
由
は
不
明
。

　
こ
の
措
置
が
実
施
さ
れ
る
と
、
カ
ナ

ダ
に
輸
出
す
る
場
合
、
梱
包
材
生
産
者

は
植
物
防
疫
所
に
登
録
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、「
消
毒
認
証
機
関
」
で
あ
る

全
木
連
が
登
録
申
請
を
受
け
付
け
る
こ

と
に
な
る
。
今
回
の
延
期
に
つ
い
て
は
、

「
中
止
で
は
な
い
」
の
で
、
現
在
登
録

を
進
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
ま
ま
登
録
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
等
に
つ
い
て
も
、

「
登
録
梱
包
材
生
産
者
」
か
ら
の
希
望

に
応
じ
て
受
け
付
け
送
付
（
有
料
）
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
全
木
連
は
、
十
二
月
五
日
、
東
京
木

材
会
館
で
、
森
林
違
法
伐
採
問
題
検
討

委
員
会
を
開
き
、
委
員
会
終
了
後
、
公

開
形
式
で
勉
強
会
を
行
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
ロ
シ
ア
・
中
国
間
の
木

材
貿
易
に
つ
い
て
。
講
師
は
、
神
奈
川

県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

山
根
正
伸
氏
と
日
本
合
板
工
業
組
合
連

合
会
主
事
の
趙
川
氏
。

　
ま
ず
、
同
委
員
会
の
北
海
道
大
学
柿

澤
宏
昭
助
教
授
か
ら
情
報
提
供
が
あ
り
、

両
講
師
が
講
演
し
て
、
質
疑
応
答
の
後
、

終
了
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
ロ
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
違
法
伐
採
問
題
を
中
心
に
検
討

し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
に

つ
い
て
は
、
中
国
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
今
回
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。



公的機関が保証します�

独立行政法人 農林漁業信用基金�
後楽事務所（林業部門）�
 副理事長　加藤　鐵夫加藤　鐵夫  

〒112-0004　東京都文京区後楽1-7-12（林友ビル5階）�
　　　　　　TEL 03（3813）5371　FAX 03（3812）8842�
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.mmjp.or.jp/kikin�
　　　　　　メールアドレス　kanrisitu@tokyo.email.ne.jp�

お役に立ちます�
林業・木材産業信用保証�

推進資金（利率1.5％）、改善資金（無利子）他�
ご利用ください。�

全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況
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プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上
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南 洋 材
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仕 入 価 格
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　　　　木
青
連
と
意
見
交
換
会
を
開
催

　　　　　　　　　　　　建
築
基
準
法
対
応
な
ど
め
ぐ
り
議
論

　
全
木
連
は
、
十
二
月
十
日
、
日
本
木

材
青
壮
年
団
体
連
合
会
（
影
山
秀
樹
会

長
）
と
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。

　
こ
れ
は
、
改
正
建
築
基
準
法
の
施
行

時
に
現
場
段
階
で
の
情
報
不
足
を
痛
感

し
て
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と

の
木
青
連
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
開
催

し
た
も
の
。

　
従
来
か
ら
も
、
木
青
連
と
は
、
必
要

の
都
度
、
会
議
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
な
経
緯
で
の
会
議
は
久
し
ぶ
り

で
あ
る
。

　
会
議
で
は
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
シ

11月分集計表

増加19％（14）
増加14％（11）
上昇　9％（　7）
上昇21％（16）

増加11％（　8）
増加　8％（　6）
上昇　7％（　5）
上昇　7％（　5）

12％（　8）
　3％（　2）
24％（14）
　5％（　3）
10％（　6）

47％（32）

減少29％（22）
減少27％（20）
下降　3％（　2）
下降　1％（　1）

減少36％（27）
減少39％（29）
下降　7％（　5）
下降　4％（　3）

　8％（　5）
　7％（　4）
12％（　7）
13％（　8）
12％（　7）

　0％（　0）

80％（52）
90％（53）
64％（38）
82％（52）
78％（45）

53％（36）

変わらず52％（39）
変わらず59％（44）
変わらず88％（66）
変わらず78％（58）

変わらず53％（40）
変わらず53％（40）
変わらず86％（65）
変わらず89％（67）

モニター数114　　回答数68　　回収率60％

増加22％（15）
増加28％（19）
上昇22％（15）
上昇25％（17）

増加　7％（　5）
増加　9％（　6）
上昇10％（　7）
上昇　9％（　6）

36％（12）
　5％（　1）
46％（13）
　8％（　4）

63％（10）

減少25％（17）
減少23％（16）
下降　6％（　4）
下降12％（　8）

減少38％（26）
減少34％（23）
下降　7％（　5）
下降15％（10）

　9％（　3）
　5％（　1）
11％（　3）
29％（15）

12％（　2）

55％（18）
90％（17）
43％（12）
63％（33）

25％（　4）

変わらず53％（36）
変わらず49％（33）
変わらず72％（49）
変わらず63％（43）

変わらず55％（37）
変わらず57％（39）
変わらず83％（56）
変わらず76％（52）

モニター数131　　回答数75　　回収率57％

ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
の
総
合
的
な
評
価
と

今
後
の
規
制
の
方
向
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
を
は
じ
め
、
公
共
工
事
に
お
け
る

木
材
利
用
推
進
上
の
問
題
点
な
ど
幅
広

く
意
見
交
換
し
た
。

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
と
し
て
の
室
内

空
気
物
質
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
H

Ｏ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
基
準
値
の
誤

認
と
い
う
新
し
い
状
況
も
踏
ま
え
て
、

対
応
し
た
い
こ
と
、
換
気
の
問
題
も
、

今
後
規
制
が
予
想
さ
れ
る
物
質
と
の
関

連
で
考
え
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
理
解

を
得
た
。
こ
の
ほ
か
、
木
材
成
分
の
情

報
開
示
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
話

題
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
ム
ク
」
と
い
う

木
材
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
違
和
感
が

あ
る
と
い
う
問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
具
体
的
な
問
題
に
つ

い
て
の
規
制
緩
和
と
規
制
強
化
の
実
感

は
、
実
際
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
る
人
で
な
い
と
分
か
り

に
く
い
の
で
、
こ
れ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
が
必
要
と
い
う
点
は
双

方
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

木
青
連
か
ら
は
、
情
報
オ
ー
プ
ン
で
誰

で
も
参
加
で
き
る
会
合
の
場
を
設
け
る

と
か
、
情
報
提
供
だ
け
で
は
片
流
れ
で
、

上
滑
り
し
て
し
ま
う
の
で
、
行
動
提
起

が
必
要
と
い
っ
た
提
案
が
あ
っ
た
。


